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概要

Eclipse Temurin 11.0.19 のリリースノートには、OpenJDK 11 の新機能の概要と、潜在的な既知の問
題と考えられる回避策の一覧が記載されています。
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はじめに

Open Java Development Kit (OpenJDK) は、Java Platform Standard Edition (Java SE) のオープン
ソース実装です。Eclipse Temurin は、OpenJDK 8u、OpenJDK 11u、および OpenJDK 17u の 3 つの
LTS バージョンで利用できます。

Eclipse Temurin のバイナリーファイルは、macOS、Microsoft Windows と、Red Hat Enterprise Linux
や Ubuntu を含む複数の Linux x86 オペレーティングシステムで利用できます。

はじめに
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多様性を受け入れるオープンソースの強化

Red Hat では、コード、ドキュメント、Web プロパティーにおける配慮に欠ける用語の置き換えに取り
組んでいます。まずは、マスター (master)、スレーブ (slave)、ブラックリスト (blacklist)、ホワイトリ
スト (whitelist) の 4 つの用語の置き換えから始めます。この取り組みは膨大な作業を要するため、今後
の複数のリリースで段階的に用語の置き換えを実施して参ります。詳細は、Red Hat CTO である Chris
Wright のメッセージ をご覧ください。
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第1章 ECLIPSE TEMURIN のサポートポリシー
Red Hat は、一部の Eclipse Temurin のメジャーバージョンをサポートします。一貫性を保つために、
これらは Oracle JDK の長期サポート(LTS)と同じバージョンです。

Eclipse Temurin のメジャーバージョンは、バージョンの初回導入時点から最低 6 年間サポートされま
す。詳細は、Eclipse Temurin Life Cycle and Support Policy  を参照してください。

注記

RHEL 6 のライフサイクルは 2020 年 11 月に終了します。このため、Eclipse Temurin は
サポート対象の設定として RHEL 6 をサポートしません。
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第2章 ECLIPSE TEMURIN の機能
Eclipse Temurin には、OpenJDK のアップストリームディストリビューションの構造の変更は含まれま
せん。

Eclipse Temurin の最新の OpenJDK 11 リリースに含まれる変更点とセキュリティー修正の一覧
は、OpenJDK 11.0.19 Released を参照してください。

新機能および拡張された機能
次のリリースノートを確認して、Eclipse Temurin 11.0.19 リリースに含まれる新機能と機能拡張を理解し
てください。

デフォルトで有効になっている TLS プロトコルから SSLv2Hello および SSLv3 プロトコルを
削除
SSLv2Hello および SSLv3 は、しばらくの間安全とはみなされていないため、デフォルトで無効になっ
ている SSL プロトコルのバージョンです。SSLv2Hello および SSLv3 プロトコルは、より安全で最新の
TLS プロトコルに置き換えられ、ユーザーは TLS バージョン 1.2 または 1.3 に切り替えることができま
す。

OpenJDK 11.0.19 リリースでは、デフォルトで有効なプロトコルのリストに SSLv2Hello と SSLv3 が含
まれなくなりました。したがって、jdk.tls.disabledAlgorithms セキュリティープロパティーから
SSLv3 を削除しても、次のメソッドは SSLv3 を返さなくなります。

SSLServerSocket.getEnabledProtocols()

SSLEngine.getEnabledProtocols()

SSLParameters.getProtocols()

ここで、SSLv3 を有効にする場合は、コマンドラインで jdk.tls.client.protocols または 
jdk.tls.server.protocols システムプロパティーを使用するか、次のメソッドのいずれかを呼び出してプ
ログラムで SSLv3 を有効にする必要があります。

SSLSocket.setEnabledProtocols()

SSLServerSocket.setEnabledProtocols()

SSLEngine.setEnabledProtocols()

JDK-8190492 (JDK バグシステム) を参照してください。

Certigna (Dhimyotis) ルート認証局 (CA) 証明書が追加される
リリース OpenJDK 11.0.19 では、cacerts トラストストアに Certigna (Dhimyotis) ルート証明書が含ま
れています。

名前: Certigna (Dhimyotis)

エイリアス名: certignarootca

識別名: CN=Certigna, O=Dhimyotis, C=FR

JDK-8245654 (JDK バグシステム) を参照してください。

listRoots メソッドが Windows で使用可能なすべてのドライブを返す
以前のリリースでは、Windows システムの java.io.File.listRoots() メソッドは、アクセスできないディ
スクドライブやメディアがロードされていないディスクドライブを除外していました。ただし、この
フィルタリングにより、目に見えるパフォーマンスの問題が発生しました。
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https://bugs.openjdk.org/browse/JDK-8190492
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リリース OpenJDK 11.0.19 では、listRoots メソッドは、使用可能なすべてのディスクドライブをフィ
ルタリングせずに返します。

JDK-8208077 (JDK バグシステム) を参照してください。

強化された Swing プラットフォームのサポート
OpenJDK の以前のリリースでは、HTML オブジェクトタグがレンダリングされ、Swing HTML コン
ポーネントに埋め込まれていました。リリース OpenJDK 11.0.19 では、新しいシステムプロパティー 
swing.html.object を true に設定した場合にのみレンダリングが行われます。デフォルトで
は、swing.html.object property プロパティーは false に設定されています。

JDK バグシステムリファレンス ID: JDK-8296832

改訂日時: 2023-12-23
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